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市
が
進
め
て
い
る
セ
ー
フ
コ

ミ
ュニ
テ
ィ
と
は
、
科
学
的
な
根
拠

を
も
と
に
、
ま
ち
ぐ
る
み
で
事
故

や
け
が
の
対
策
に
取
り
組
み
、
よ

り
安
心
安
全
な
ま
ち
を
つ
く
る
仕

組
み
で
す
。

　
「
自
殺
の
予
防
」「
交
通
安
全
」

「
高
齢
者
の
安
全
」「
子
ど
も
の

安
全
」「
災
害
被
害
の
防
止
」
の

5
つ
の
テ
ー
マ
に
市
民
の
皆
さ
ん

で
組
織
さ
れ
た
対
策
委
員
会
が
活

動
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

【
自
殺
の
予
防
】

　
地
域
や
職
場
で
発
せ
ら
れ
る
自

殺
の
サ
イ
ン
に
気
付
き
、
声
を
か

け
、
一
緒
に
考
え
る
こ
と
が
支
援

に
つ
な
が
り
ま
す
。
対
策
委
員
会

で
は
、
相
談
窓
口
を
チ
ラ
シ
や
ポ

ス
タ
ー
で
周
知
し
、
企
業
に
啓
発

Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
配
置
し
ま
し
た
。
ま
た
、

支
援
者
と
な
る
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー

養
成
講
座
を
開
催
し
、
こ
れ
ま
で

市
内
企
業
で
は
15
社
４
０
９
人
が

受
講
し
ま
し
た
。

【
交
通
安
全
】

　
市
内
の
事
故
多
発
地
点
を
市
民

に
周
知
す
る
た
め
、
チ
ラ
シ
を
作

成
し
て
全
戸
に
配
布
し
ま
し
た
。

夕
暮
れ
時
や
夜
間
時
に
高
齢
者
の

事
故
が
多
い
こ
と
か
ら
、
反
射
材

や
自
転
車
用
セ
ー
フ
テ
ィ
ラ
イ
ト

の
配
布
を
行
い
ま
し
た
。
セ
ー
フ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
取
り
組
み
以
来
、

交
通
事
故
で
の
負
傷
者
数
は
減
少

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
死

者
数
は
な
か
な
か
減
ら
な
い
こ
と

が
検
証
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
高
齢
者
の
安
全
】

　
転
倒
は
救
急
搬
送
の
中
で
も
高

い
割
合
を
占
め
て
お
り
、
特
に
高

齢
者
に
な
る
と
身
体
機
能
等
の
低

下
等
に
よ
り
、
転
倒
の
リ
ス
ク
は

高
く
な
り
ま
す
。

　
65
歳
以
上
の
転
倒
が
自
宅
で
多

く
発
生
し
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
、

チ
ェッ
ク
リ
ス
ト
に
よ
る
室
内
の
転

倒
予
防
の
啓
発
を
行
っ
た
結
果
、

約
3
割
の
方
に
自
宅
内
の
危
険
箇

所
の
改
善
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

【
子
ど
も
の
安
全
】

　
自
転
車
安
全
教
室
、
ネ
ッ
ト
ト
ラ

ブ
ル
を
防
ぐ
研
修
、
子
育
て
情
報

の
発
信
な
ど
の
活
動
が
展
開
さ
れ
ま

し
た
。
昨
年
４
月
に
開
設
し
た
子

育
て
支
援
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
こ
う

か
子
育
て
応
援
ネ
ッ
ト
」
で
は
、
月

ご
と
の
ア
ク
セ
ス
数
が
徐
々
に
増
加

し
て
い
ま
す
。
安
全
で
安
心
な
子
育

て
情
報
の
発
信
を
す
る
と
と
も
に
、

家
庭
や
地
域
、
学
校
な
ど
と
の
連

携
し
た
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
と

の
方
向
性
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

【
災
害
被
害
の
防
止
】

　
区
・
自
治
会
や
自
治
振
興
会
と

連
携
し
な
が
ら
、
個
人
の
防
災
・

減
災
意
識
の
向
上
と
地
域
の
防
災

活
動
の
活
性
化
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
自
主
防
災
活
動
へ
の
機
運
が

高
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
組
織

率
は
48
・
7
％
と
低
く
、
地
域
の

防
災
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
が
課
題
と

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
自
助
の
大

切
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
家

具
転
倒
防
止
や
防
災
備
蓄
な
ど
の

啓
発
活
動
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

地
域
全
体
に
取
り
組
み
の
広
が
り
を

　
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
安
全
に
対
す
る
活
動
を
組

み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
全
て
の
市

民
に
と
っ
て
有
効
な
取
り
組
み
を

め
ざ
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に

は
対
策
委
員
会
の
活
動
を
効
果

的
・
効
率
的
に
継
続
し
て
い
く
こ

と
に
加
え
て
、
地
域
や
各
種
団
体
、

市
民
皆
さ
ん
へ
の
普
及
・
拡
大
が

必
要
で
す
。

　
市
民
の
安
心
安
全
を
確
保
す
る

こ
と
は
、
市
が
行
う
ま
ち
づ
く
り

の
基
礎
と
な
り
全
て
の
施
策
の
前

提
に
な
り
ま
す
。
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
で
培
っ
た
市
民
皆
さ
ん
と
の

連
携
を
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
生
か
し

な
が
ら
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
暮

ら
し
に
豊
か
さ
や
幸
福
を
実
感
で

き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

　
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
輪
が
さ

ら
に
広
が
り
、
安
心
安
全
な
ま
ち

づ
く
り
に
向
け
多
く
の
市
民
の
皆

さ
ん
が
活
動
に
参
画
さ
れ
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

オール甲賀で� �
安心安全なまちへ

　

滋
賀
県
初
と
な
る
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
国
際
認
証
を
取
得

し
、
1
年
を
迎
え
た
こ
と
か
ら
、
2
月
11
日
に
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
対
策
委
員
会
等
の
1
年
間
の
取
り
組
み
成
果
や
課
題
、
今
後

の
方
向
性
に
つ
い
て
の
報
告
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
日
常
生
活
に
潜
む
危
険
か
ら
大
切
な
命
や
身
体
を
守
る
た
め
、

セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
取
り
組
み
が
オ
ー
ル
甲
賀
で
広
が
り
を

見
せ
て
い
ま
す
。

セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
輪
を
広
げ
る

1セーフコミュニティ活動報告会全体説明
2岩上地域自転車通学路体験
3柏木小学校交通安全マップ作成
4 �モデル地区の大原市場で高齢者の靴に
反射材の貼付

5南区での自主防災活動
6 �ガールスカウトによる自殺予防の街頭啓発
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市の財務書類 　企業会計の手法を取り入れた新地方公会計制度に基づき、平成27年度決算について一般会計と全ての
特別会計と企業会計、関連団体の会計を一つにまとめた財務書類（連結財務書類３表）を公表します。

　「財務書類」は、企業会計と同じように複式簿記や発生主義の概念を取り入れて作成するものです。連結財務書類
では各会計や関連団体も含めた全ての資産や負債の状況、行政サービスに要したコストなどを把握することができ、
これまでの決算書では見えてこなかった情報を明らかにすることができます。

財務書類作成の対象とする会計の範囲（市との連結範囲）

財務書類からわかる甲賀市の財政状況

◦�連結（外郭団体含む）�◦
◦�市全体�◦

◦�一般会計等�◦
▪一部事務組合、広域連合
　甲賀広域行政組合
　公立甲賀病院組合
　滋賀県市町村交通災害共済組合
　滋賀県市町村職員研修センター
　�滋賀県市町村議会議員公務災害
補償等組合
　滋賀県後期高齢者医療広域連合

▪�第三セクター等� �
（市の出資割合25％以上）
　信楽高原鐵道（株）
　（財）土山町緑のふるさと振興会
　（有）グリーンサポートこうか
　（財）あいの土山文化体育振興会
　（社）あいの土山福祉会
　（財）甲賀創健文化振興事業団
　（株）道の駅あいの土山
　（株）あいコムこうか

国民健康保険／後期高齢者医療
介護保険／公共下水道事業
農業集落排水事業／水道事業
病院事業／診療所事業
介護老人保健施設事業

一般会計／土地取得事業
野洲川基幹水利施設管理事業

1�貸借対照表（バランスシート）

2�行政コスト計算書及び純資産変動計算書 3�資金収支計算書

◇�貸借対照表は、平成２７年度末時点（平成２８年３月３１日時点）に市が保有する全ての資産やその資産の調達に必
要とした財源の状況、負債などの状況を示すものです。
◇�左側（借方）に土地・建物・預金などの資産を示し、右側（貸方）にその資産を形成したために、今後、支払い
が必要となる将来世代の「負債」と、これまでの世代が既に負担してきた「純資産」を示しています。

◆市民一人当たりで計算すると…

�資産 3,010億円 �負債� � 1,021億円

固定資産 2,848億円 資産のうち、将来の世代が負担する債務 1,０２１億円

・有形固定資産　 2,696億円 ・地方債 795億円

　　道路、公園、学校、保育園など ・その他 226億円

・無形固定資産 29億円

・投資その他の資産 123億円 純資産 1,989億円

流動資産 162億円 資産のうち、現在までの世代が負担した金額 1,989億円

・現金 101億円

・財政調整基金、未収金など 61億円

※�市民一人当たりの貸借対照表は、上記の表の値を平成
28年３月31日時点の甲賀市の人口９万１，９４９人で割った
ものです。

資産　約327万円
　うち、固定資産310万円
　　　　流動資産��17万円

負債　約111万円
うち、借金（公債）残高86万円

純資産　約216万円

◇�行政コスト計算書は、１年間の行政サービス（資産形
成に結びつくものを除く）に要したコストとその対価と
しての使用料や手数料などの収入を表し、受益者負
担でどのくらいコストが賄われたかを示すものです。

◇�純資産変動計算書は、貸借対照表に計上されている
純資産が 1年間でどのように変動したかを表示したも
のです。

◇�資金収支計算書は、貸借対照表に計上している現
金預金がどういった要因で増減したかを表したもの
です。

行
政
コ
ス
ト
計
算
書

①経常費用　（行政コスト総額） 753億円
人件費（人にかかるコスト） 131億円
物件費等（物品購入費、光熱水費、
減価償却など） 243億円

その他の業務費用（地方債の利子など） 35億円
移転費用（児童手当、社会保障費や
各種団体への補助金など） 344億円

　②経常収益 155億円
　③臨時損失 1億円
　④臨時利益 3億円
　A�純行政コスト（①-②+③-④） 596億円

純
資
産
変
動
計
算
書

　B�財源 558億円
　税収等 397億円
　国県等補助金 161億円

　C�本年度差額（B-A） ▲38億円
　D�無償所管換等（会計基準の変更に

伴う固定資産の評価減等） ▲73億円

　X�本年度純資産変動額（C+D） ▲111億円
　Y�前年度末純資産残高 2,100億円
　本年度末純資産残高（X+Y） 1,989億円

項　目

（イ）業務活動収支 56億円

支出：移転費用、人件費、地方債支
払利息（注）など

644億円

収入：市税、使用料など 700億円

（ロ）投資活動支出 ▲34億円

支出：道路や公共施設の整備費など 55億円

収入：国県補助金、基金取崩収入など 21億円

�利払後基礎的財政収支（イ＋ロ） 22億円

（ハ）財務活動収支 ▲26億円

　財務活動支出 73億円

　財務活動収入 47億円

　①本年度末資金収支（イ＋ロ＋ハ） ▲4億円

　②前年度末資金残高 101億円

　③期末資金残高（①＋②） 97億円

（注）うち、地方債支払利息支出 13億円

　A前年度末歳計外現金※1残高 3億円

　B本年度歳計外現金増減額 1億円

　C本年度末歳計外現金残高（A＋B） 4億円

　本年度末現金預金残高（③＋C） 101億円
※ 1　歳計外現金�
　　　契約保証金や職員給与等に係る源泉徴収所得税など

1貸借対照表から�
◇純資産比率（純資産÷資産）は約66％
　純資産比率は、資産のうち返済義務のない純資産の
割合を示すもので、企業でいう「自己資本比率」にあ
たります。この比率が高いほど財政状況が健全であると
言えます。純資産比率の目安となる値は 60 ～ 70％
とされているため、これまでの世代の負担と将来世代
への負担の割合は適正な割合であると言えます。

3資金収支計算書から�
◇�利払後基礎的財政収支（プライマリーバランス）は黒字を確保
　財政の健全性を測る指標として基礎的財政収支があ
ります。この収支が赤字の場合、行政サービスを賄う
のに税収のみならず借金にも頼っていることを意味し、
将来世代に負担を残すことになります。
　平成27年度決算の利払後基礎的財政収支（イ＋ロ）
は約22億円の黒字となっており、将来世代に負担を先
送りしていません。

※�今回作成した『統一的な基準』に基づく財務書類の詳細につい
ては、甲賀市ホームページ『財務書類』に掲載しています。 財政課財政係　☎６５-０６７６／ ６３-４６５４

問い合わせ

！ココが
ポイント
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名
神
名
阪
連
絡
道
路
の
整
備
に
向
け
て

　
名
神
名
阪
連
絡
道
路
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
主
催
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
１
月
28
日
、

伊
賀
市
の
ふ
る
さ
と
会
館
い
が
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
名
神
名
阪
連
絡
道
路
は
、
近
江
八
幡
市
の
国
道
８
号
か
ら
名
神
、
新
名
神
、
名
阪
国
道
、

三
重
県
名
張
市
の
国
道
１
６
５
号
ま
で
を
南
北
方
向
に
つ
な
ぐ

約
53
ｋｍ
の
地
域
高
規
格
道
路
で
す
。

　
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
地
元
住
民
や
企
業
か
ら
本
道

路
に
対
す
る
熱
い
思
い
や
基
調
講
演
を
通
じ
て
、
整
備
に
向

け
た
機
運
を
高
め
る
も
の
で
、
会
場
は
約
６
０
０
人
の
参
加
者

で
ほ
ぼ
満
員
と
な
り
、
熱
心
に
聞
き
い
っ
て
い
ま
し
た
。

　
副
会
長
で
あ
る
岩
永
市
長
が
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
中
で
、「
こ
の

地
域
を
南
北
に
つ
な
ぐ
道
路
整
備
に
よ
り
、
近
畿
・
中
部
圏
の
潜

在
力
を
さ
ら
に
引
き
出
す
た
め
に
、
整
備
実
現
に
向
け
全
力
で
取

り
組
ん
で
い
く
。」
と
の
力
強
い
決
意
表
明
を
さ
れ
ま
し
た
。

　
滋
賀
県
旅
館
ホ
テ
ル
生
活
衛
生
同
業
組
合

甲
賀
支
部
と
の
「
災
害
時
に
お
け
る
被
災
者

等
に
対
す
る
旅
館
ホ
テ
ル
施
設
の
提
供
に
関

す
る
協
定
」
締
結
式
が
２
月
１
日
、
市
役
所

水
口
庁
舎
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
協
定
は
、
災
害
発
生
時
に
、
組
合
員

が
経
営
す
る
旅
館
ホ
テ
ル
の
入
浴
施
設
、
宿

泊
施
設
等
を
被
災
者
に
対
応
可
能
な
範
囲
で

提
供
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
引

き
続
き
、
避
難
生
活
に
お
け
る
環
境
改
善
が

図
れ
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

災
害
へ
の
備
え
に
～
災
害
時
に
お
け
る
被
災
者
等
に

　
　
　
　
対
す
る
旅
館
ホ
テ
ル
施
設
の

�

提
供
に
関
す
る
協
定
～▲�締結式での滋賀県旅館ホテル生活衛生同業

組合甲賀支部寺井支部長（右）・林副支部長
（左）と岩永市長（中）

▲�シンポジウムで決意表明する岩永市長

■給付対象者　
❶��子育て世帯　中学校卒業まで（平成２９年１月１日時
点で、生年月日が平成１３年４月２日以降の子どもを
養育している世帯）の児童・生徒を養育している世帯。
❷�生活応援世帯
［2-1］基準日（平成２９年１月１日）に甲賀市の住民
基本台帳に登録されており、平成２８年度の市県民税
（均等割）が課税されていない世帯
※�ただし、市県民税（均等割）が課税されている方
の扶養親族等の方は対象外

［2-2］基準日（平成２９年１月１日）に生活保護法に
基づいて、甲賀市で生活保護を受給されている世帯
■給付枚数
　給付対象世帯につき１枚（１回限りの給付）

■案内通知
　２月下旬に給付対象者に申請書等を送付しています。
■受付期間
　３月１日（水）から３月３１日（金）の平日
　※ただし、以下の土日のみ受付可
　３月１１日（土）、１２日（日）、２５日（土）、２６日（日）
　９時～１７時
■申請受付場所
　平��日９時～１7時→市民窓口センター（水口庁舎１F）、
旧支所である土山、甲賀大原、甲南第一、信楽
地域市民センター※毎週火曜日は１９時まで

　土日９時～１7時→市民窓口センター（水口庁舎１F）

　平成３０年春から甲南駅以東（甲南駅、寺庄駅、甲賀駅、油日駅、柘植駅）へ
のＩＣＯＣＡ改札機が導入されます。草津線の利用促進やＩＣＯＣＡの普及啓発を目
的として3月1日から子育て世帯などに対して「甲賀市オリジナルＩＣＯＣＡ」を
給付します。ＩＣＯＣＡは、申請書と引き換えに申請受付場所で即日交付されます。

カモノハシの
イコちゃん

「甲賀市オリジナルＩ
イ コ カ

ＣＯＣＡ」給付申請

給付対象者の方は、受付
期間内に必ず申請書を
持参し、申請ください。

介護予防・日常生活支援総合事業が
スタートします

平成２９年
４月から
　介護保険法の改正により、高齢者の皆さんの介護予防と日常生活の自立を支援する「介護予防・日常生活支援総
合事業」（以下、総合事業）が創設され、多様なニーズに応じたサービスを提供できるようになりました。

　サービスの種類・内容、単価等が、全国一律となっている介護予防サービスのうち、介護予防訪問介護と介護
予防通所介護について、市町村が地域の実情に応じて、効果的かつ効率的にサービスを提供します。

何が
変わるの？

Q

利用中の
サービスは
どうなるの？

Q

A

A

要支援１・２の方を対象とした
・介護予防訪問介護（ホームヘルプサービス）
・介護予防通所介護（デイサービス）が、
　市の独自サービスに変わります。

��今まで通りのサービスを利用できます。
◦�現在要支援１・２の認定を受け、介護保険で介護予防訪問介護や介護予防
通所介護をご利用中の方は、平成２９年４月以降の更新申請等の申請をさ
れた方から、順次総合事業に移行になります。総合事業においても、今ま
でと同様の訪問介護や通所介護が同じ金額でご利用いただけます。
◦�平成２９年４月以降、新たに要支援１・２の認定を受けた方と基本チェックリス
トにより該当された方は、総合事業のサービスをご利用いただけます。

「基本チェックリスト」の判定だけで迅速な利用が可能に
　4月から新たに基本チェックリストによる判定方法が増えました。基本チェックリストとは、運動機能や栄養状態を確
認したり、認知症やうつの兆候がないかを調べたりするための質問票です。総合事業は、基本チェックリストに基づき
迅速に利用することができます。（詳しくは担当のケアマネジャー、または下記へお問い合わせください。）

➡

介護予防サービス 総合事業

介護予防サービス

介護予防訪問介護
介護予防通所介護

要介護認定の申請 認定審査会 地域包括支援センター等
（ケアマネジャー）が介護予防
ケアマネジメントを実施
※本人の状態等に応じて
サービスを検討

介護予防サービス
（介護予防訪問介護、通所介護
以外の介護予防サービス）

総合事業
◆訪問型サービス
◆通所型サービス

要介護認定申請をしていないが、
生活機能の低下がみられる方

基本
チェックリスト

上記以外の介護予防サービス
（訪問看護・福祉用具貸与など）

��訪問型サービス���（ホームヘルプサービス）
◦訪問型サービス（現行相当）（身体介護や生活援助）　今までと同じ内容
◦訪問型サービスＡ（生活援助）
　調理、掃除や買い物代行など生活支援
��通所型サービス��
◦通所型サービス（現行相当）（日常動作訓練、レクリエーション）
　今までと同じ内容のデイサービス
◦通所型サービスＡ（ミニデイサービス）　半日の通いの場
◦通所型サービスＣ（短期集中型サービス）
　３カ月間の運動機能を向上させるプログラム今までと同様にご利用いただけます。

移行

継
続

安心して
ください！

◆総合事業について　長寿福祉課 地域包括ケア推進室　☎65-0699
問い合わせ

◆サービスの利用について公共交通推進室　☎６５-０６７２／ ６３-４５５４
問い合わせ

充実

充実

要支援 1
要支援 2

該当

水口地域包括支援センター　☎65-1170
土山地域包括支援センター　☎66-1610
甲賀地域包括支援センター　☎88-8136　

甲南地域包括支援センター　☎86-8034
信楽地域包括支援センター　☎82-3180
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　女性消防団員の数が増え、全国的にもさまざまな活動が行われてい
ます。県内でも女性団員の交流を図るため、2月5日『第 5回淡海ファ
イヤーレディース交流会』が開催されました。

　交流会では、市女性消防隊が作製した非常用持出袋や備蓄品の展
示を行いました。これらを実際に見て手に取ってもらうことで、ひとり
でも多くの方に防災に対する意識を高めてもらいたいという思いで作
製したもので、他市町の団からも参考にしたいという声をいただきま
した。
　今後も、女性ならではの視点を活かして、消防団組織の活性化や、
地域での防災・防火啓発活動、応急手当の普及活動等に、取り組ん
でいきます。

いい
情報交

流広場

となりまちとなりまち
伊賀市伊賀市伊賀市伊賀市

vol.vol.

7272ここかか
亀山市亀山市亀山市亀山市

甲賀市甲賀市甲賀市甲賀市

　JR関西本線佐那具駅近く、柘植川の堤防では、
長年地元で愛されてきた約300本のソメイヨシノ
が、川沿いに咲き誇ります。約800ｍ続く並木道
には、毎年多くの人が訪れ、憩いの場としても利
用されています。桜のトンネルをゆっくり歩きな
がら、のんびりお花見を楽しんでみてはいかがで
しょうか。
�
と こ ろ　佐那具柘植川堤（伊賀市佐那具町）
アクセス　��JR関西本線「佐那具駅」から徒歩約5分�

名阪国道「伊賀一之宮I.C」から車で約5
～10分

問 合 先　�伊賀市観光戦略課� �
☎0595-22-9670／ 0595-22-9695

～咲き誇る桜とともに～ ～川沿いの散歩道～

亀山市桜まつり 亀山市 佐那具柘植川堤の桜並木 伊賀市

　桜を眺めながら、風情のある
亀山城周辺の文化財や、関宿の
町並みにもお立ち寄りください。
�
❶亀山城桜まつり
と 　 き　�４月２日（日）10時～15時
と こ ろ　�旧亀山城多門櫓周辺

（亀山市本丸町）
内 　 容　市民ステージ、子ども写生大会など
アクセス　�東名阪自動車道「亀山I.C」から亀山方面

へ約10分
❷太

たい

岡
こう

寺
じ

畷
なわて

さくらまつり
と 　 き　�４月２日（日）10時～15時　
と こ ろ　�太岡寺畷一帯（亀山市太岡寺町）
内 　 容　餅つき、飲食ブースなど
アクセス　�東名阪自動車道「亀山I.C」下車すぐ
❸観音山春まつり
と 　 き　�４月９日（日）10時～15時
と こ ろ　�観音山公園一帯（亀山市関町新所）
内 　 容　�宝さがし、市民バザーなど
アクセス　�東名阪自動車道「亀山I.C」から関方面へ約10分
問 合 先　�①③亀山市観光協会�☎0595-97-8877 

②神辺地区ふれあいまちづくり協議会� �
☎0595-82-1818

学習情報番組
とびだせ！わくわく学習室

番組
ガイド

小学生を対象にした学習情報番組を、あいコ
ムこうか１１チャンネルで放送しています。各
学年・教科のポイントを、わかりやすく１０分
ずつまとめています。ぜひご覧ください。

放送日 ２月２７日～３月５日 ３月６日～３月１２日 ３月１３日～３月１９日

①10分 ４年生・算数 ２年生・算数 ５年生・算数
角度 １００より大きい数 体積

②10分 高学年対象 ３年生・国語 ２年生・生活
情報教育（携帯電話） 手紙を書こう 自分はっけん

③10分 ６年生・算数 １年生・算数 ６年生・算数
拡大図と縮図 たしざんとひきざん 円の面積【時間】１７時３０分～１８時（３０分間）

　　　�（再放送　１９時３０分～２０時） 問い合わせ 学校教育課　☎８６-８０２０／ ８６-８３８０

行政情報番組�きらめきこうか 番組
ガイド

市政情報や地域の催しなどを放映しています。
ぜひご覧ください。
（※あいコムこうか光テレビ１１チャンネルの有料契約が必要となります）

コーナー名��
放映日 ３月４日～３月１１日 ３月１１日～３月１８日

ふるさと甲賀歴史探訪 江戸時代の
村の暮らし②

江戸時代の
古文書を読む

とびだせ！
ワクワク放送室 柏木小学校 城山中学校

エンディング 甲南西保育園
ちゅうりっぷぐみ 甲南北保育園

【１日8回放送】�１０時・１３時・１５時３０分・１７時・１８時３０分・２０時３０分・�２２時・２３時３０分
※�番組は、毎週土・水曜日１８時３０分に更新しています。都合により番組内容を変更
する場合があります。

問い合わせ 広報課　☎６５‐０６７５／ ６３‐４６１９

消  防団活動 
　　  ピックアップ情報

女 性 
消防隊

あなたも地域を守るため、消防団に入団しませんか。市内在住または在
勤の１８歳から６５歳までの方で、性別は問いません。興味を持たれた方
や入団を希望される方は、左記までお問い合わせください。危機管理課　防災危機管理係　

☎６５-０６６５／ ６３-４６１９

問い合わせ

▲女性消防隊集合

▲備蓄品等を展示する女性消防隊

　

女
性
は
、
家
庭
、
職
場
、
地
域
社
会

に
お
い
て
更
な
る
活
躍
を
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。
女
性
自
身
が
生
涯
を
通
じ
て
元

気
で
あ
る
こ
と
は
社
会
全
体
の
元
気
に
つ

な
が
り
ま
す
。
ま
ず
は
、
女
性
が
体
や
病

気
に
つ
い
て
正
し
い
情
報
を
知
り
、
病
気

の
予
防
、
早
期
発
見
を
含
め
た
健
康
管

理
を
し
て
、
生
涯
充
実
し
た
日
々
を
送
り

ま
し
ょ
う
。

女
性
の
が
ん

　
近
年
、
急
増
し
て
い
る
「
乳
が
ん
」「
子

宮
頸
が
ん
」
は
早
期
発
見
、
早
期
治
療
で

完
治
も
期
待
で
き
ま
す
。

◦�

乳
が
ん　
女
性
の
12
人
に
1
人
が
か
か
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
30
歳
代
に
急
激
に

増
加
し
、
40
歳
代
後
半
～
50
歳
代
に
ピ
ー

ク
を
迎
え
ま
す
。
検
診
の
他
、
自
己
触
診

を
定
期
的
に
行
う
こ
と
も
大
切
で
す
。

◦�

子
宮
頸
が
ん　
20
～
30
歳
代
に
急
増
し

て
い
ま
す
。
子
宮
頸
が
ん
は
初
期
の
自

覚
症
状
は
ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
、
定
期

検
診
が
大
切
で
す
。
進
行
す
る
と
子
宮

を
全
摘
出
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

が
ん
予
防
に
つ
な
が
る
生
活
習
慣

◦
喫
煙
者
は
今
す
ぐ
禁
煙

◦�

脂
肪
を
控
え
、
豆
、
大
豆
製
品
や
魚
を

と
る

◦
野
菜
・
果
物
を
積
極
的
に
と
る

◦
飲
酒
は
適
量
を
守
る

◦
適
度
な
運
動
を
習
慣
に
す
る

早
期
発
見
の
た
め
に

◦�

「
乳
が
ん
検
診
」「
子
宮
頸
が
ん
検
診
」

を
2
年
に
1
回
受
診
し
ま
し
ょ
う

※�

詳
し
く
は
健
診
（
検
診
）
カ
レ
ン
ダ
ー
、

ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
自
覚
症
状
が
あ
る
方
は
検
診
を

待
た
ず
に
病
院
受
診
を
し
て
く
だ
さ
い
。

（
参
考
文
献　

厚
生
労

働
省
H
P
、
日
本
産

科
婦
人
科
学
会
H
P
）

女
性
の
健
康
週
間

�

3
月
1
日
～
3
月
8
日

　
3
月
１
日
か
ら
3
月
8
日
の
国
際
女
性
の
日

ま
で
の
8
日
間
を
「
女
性
健
康
週
間
」
と
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

私の健康は
私がつくる！

健
康
推
進
課

☎
６
５‐０
７
３
７
／

６
３‐４
５
９
１

問
い
合
わ
せ
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であいこうか DEAI 　
KOKA

 I N T E R V  I E W

▶�交流のあるヨーロッパで感じたことは？
　ヨーロッパでは、視覚障が
い者だけでなく、知的障がい
者等の方とも柔道の稽古を一
緒にしましたが、障がいの有無
にかかわらず、みんなで楽しむ
という精神が根付いている地域
だと感じました。日本でも「楽
しむ」ことを合言葉に誰もが集
い交流できる場所づくりの実現
に少しでも力を貸したいです。

言葉で伝える柔の道
視覚障害者女子柔道日本代表
コーチ（甲南高等養護学校）

坂
さ か し た

下和
か ず

子
こ

さん

▲リオ五輪視覚障がい者女子柔道メンバー

　視覚障害者女子柔道で昨夏のリオデジャネ
イロパラリンピックに日本代表コーチとして帯
同し、滋賀県の東京五輪・パラリンピックで
のホストタウン登録にも貢献している坂下さ
んにお話を伺いました。

▶�指導で心掛けていることは？
　視覚に障がいがある方には、「あれ」、「それ」、
「これ」では伝わりません。明確な言葉で伝え
ることが大事です。言葉の意味を理解できれ
ば、人間の身体の感覚はすごいもので言葉か
らイメージして動くことができます。また、「考
えさせる」「気づかせる」「まわりをみる」「楽し
ませる」ことを心掛け、学校や柔道を通して社
会で生きていくための人間力を高める指導をし
たいです。

▶�リオ五輪で感じたことや東京五輪に向けての思いは？
　階級にもよりますが、女子では日本の大学生と
同等のレベルがあるほど、世界の柔道はレベル
が高いです。東京五輪では、メダルを取らせた
いが、今は目の
前にあるやるべき
ことを一つひとつ
整理して着実にや
り抜くことがメダ
ルへの一歩だと考
えています。

　
“
甲
賀
流
”
高
校
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
Ｋｏ
ｈｎａｎ
オ
リ
ジ
ナ
ル
兵

糧
丸
作
り
」
が
2
月
12
日
、
く
す
り
学
習
館
で
行
わ
れ
、
甲
南
高
校

の
生
徒
会
執
行
部
と
「
バ
イ
オ
と
か
が
く
系
列
」
の
生
徒
17
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

甲
南
高
校
で
は
、「
忍
者
と
く
す
り
」
に
関
す
る
授
業
の
中
で
忍

者
の
携
帯
食
と
も
言
わ
れ
た
兵
糧
丸
を
作
る
体
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
は
、
栄
養
や
色
、
風
味
を
生
徒
た
ち
が
考
案
し
て
オ
リ
ジ

ナ
ル
兵
糧
丸
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
、
出
来
上
が
っ

た
兵
糧
丸
を
試
食
し
、
味
や
色
を
検
証
し
て
、
忍
者
と
く
す
り
に
ち

な
ん
だ
新
た
な
商
品
化
の
実
現
に
向
け
て
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
合
っ
て

い
ま
し
た
。

No.1

　高齢者の身体を疑似体験する「インスタント・シニア」
が、甲賀中学校１年生を対象に行われました。
　生徒たちは、白内障を体験できるゴーグルや、手や
足におもりなどの器具を着けることで、お年寄りの日常
生活を体験しました。
　運動・感覚機能を低下させる器具等を装着して文字を
書いたり、階段を上り下りしたり、箸で豆をつかむ体験
をしたりした生徒は、「高齢者が、こんなにも動きづら
いことを体験して初めてわかった」と驚いていました。
　高齢者の生活の苦労を体感することで、今後のお年
寄りへの接し方を考えるよい機会になったようです。

　信楽高原鐵道に新型車両ＳＫＲ５０１号が導入さ
れ、２月５日から運行が始まりました。
　新型車両は、高原の新緑や茶畑をイメージした
緑色の外観で、車内は木目調の落ち着いた和の
雰囲気となっています。座席は進行方向を向いて
配置されており、車窓の景色を楽しむことができ
ます。
　同日に信楽駅で行われた出発式では、岩永市
長をはじめ関係者がくす玉を割って祝い、子ども
駅長を務めた雲井小学校６年の里

さと

見
み

しのさんの合
図とともに新しい車両が走り出しました。

　
市
内
の
小
学
校
6
年
生
児
童
を
対
象
と
し
た
薬
物
乱
用
防
止

教
室
が
、
市
少
年
補
導
委
員
会
の
方
々
を
講
師
と
し
て
市
内
各

小
学
校
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
近
、
覚
せ
い
剤
や
大
麻
に
加
え
危
険
ド
ラ
ッ
グ
に
よ
る
薬

物
の
乱
用
が
低
年
齢
化
し
て
い
ま
す
。
こ
の
教
室
で
は
、
小
学

生
の
う
ち
か
ら
薬
物
乱
用
の
恐
ろ
し
さ
や
薬
物
の
誘
い
か
ら
断

る
勇
気
を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

1
月
30
日
に

は
大
原
小
学
校

で
開
催
さ
れ
、

薬
物
は
依
存
性

が
強
く
、
一
度

で
も
手
を
出
せ

ば
や
め
る
こ
と

が
で
き
ず
脳
や

体
も
元
の
正
常

な
状
態
に
は
戻

ら
な
い
と
い
う

講
師
の
話
に
児

童
た
ち
は
真
剣

に
聞
き
入
っ
て

い
ま
し
た
。

お年寄りの日常生活を体験
中学生の高齢者疑似体験

子ども駅長の合図で出発進行
信楽高原鐵道の新型車両出発式

薬
物
の
誘
い
か
ら
断
る
勇
気

薬
物
乱
用
防
止
教
室

忍
者
と
く
す
り
に
新
た
な
風
を

甲
南
高
校
オ
リ
ジ
ナ
ル
兵
糧
丸
作
り

▲忍者に扮して兵糧丸を考案する生徒たち

▲ゴーグルやおもりを着けて階段を下りる体験をする生徒 ▲信楽駅を出発する新型車両

▲薬物の標本の説明を熱心に聞く児童

No.2

No.4

No.3

▲トルコ選手とリオ五輪で交流する坂下さん（左）
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ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
の
中
、
親
子
が
笑
顔
で

触
れ
合
っ
て
い
る
と
こ
ろ
の
写
真
撮
影
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
最
初
は
カ
メ
ラ
の
前
で
緊
張
し
て
い
た
子
ど

も
も
、
手
遊
び
歌
や
マ
マ
に
ぎ
ゅっ
と
抱
き
し
め
ら

れ
る
こ
と
で
、
だ
ん
だ
ん
と
笑
顔
の
表
情
に
な
り
ま

し
た
。
お
腹
や
背
中
を
撫
で
た

り
、
顔
を
近
づ
け
て
遊
ん
だ
り

と
楽
し
そ
う
な
様
子
が
写
真
に

撮
ら
れ
ま
し
た
。
マ
マ
と
お
子

さ
ん
が
見
つ
め
合
う
幸
せ
い
っ

ぱ
い
の
様
子
は
と
て
も

い
い
表
情
で
、
参

加
し
た
皆
さ
ん
は

楽
し
い
思
い
出
の

仕
上
が
り
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
し
た
。

　
２
月
は
忍
者
月
間
と
い
う
こ
と
で
、
お
ひ
る
ね

ア
ー
ト
の
テ
ー
マ
は
「
甲
賀
忍
者
」
で
し
た
。
お

ひ
る
ね
ア
ー
ト
と
は
、
赤
ち
ゃ
ん
に
背
景
や
小
物

を
つ
け
て
撮
影
し
、
赤
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
作
る
ア
ー

ト
写
真
の
こ
と
で
、
こ
の
日
は
子
ど
も
に
忍
者
の

衣
装
を
着
替
え
さ
せ
、
ゴ
ロ
ン
と

寝
こ
ろ
ん

だ
と
こ
ろ

を
マ
マ
が
カ

メ
ラ
マ
ン
に

な
り
、
撮
影

が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
少
し
で
も
笑
顔
で
か
わ
い
い
子
ど
も
の
写
真
が

撮
れ
る
よ
う
、
講
師
も
一
緒
に
な
っ
て
子
ど
も
の
笑

顔
を
引
き
出
し
て
い
ま
し
た
。

　
子
ど
も
が
口
に
入
れ
て
も
大
丈
夫
な
手
づ
く
り

グ
ッ
ズ
を
使
っ
た
今
回
の
お
ひ
る
ね
ア
ー
ト
は
、
マ

マ
た
ち
に
大
好
評
で
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
日
は
足
形
ア
ー
ト
づ
く
り
も
行
わ

れ
ま
し
た
。
お
手
本
と
な
る
作
品
を
参
考
に
、
足

形
に
少
し
手
を
加
え
、
忍
者
や
タ
ヌ
キ
と
い
っ
た
甲

賀
ら
し
い
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
足
形
ア
ー
ト
作
品
に
仕

上
げ
て
い
ま
し
た
。

　
あ
っ
と
い
う
間
に
大
き
く
な
っ
て
し
ま
う
子
ど
も

の
お
て
て
と
あ
ん
よ
。
成
長
の
記
録
が
可
愛
く
残

る
１
枚
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　
子
育
て
は
楽
し
い
こ
と
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
寝
不
足
に
な
る
し
、
自
分
の
時
間
は
持
て
な

い
く
ら
い
で
す
。
マ
マ
が
体
調
を
崩
し
て
も
授
乳
し

た
り
抱
っ
こ
し
た
り
と
、
子
育
て
に
待
っ
た
は
あ
り

ま
せ
ん
。
正
直
辛
い
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

だ
か
ら
こ
そ
、
子
育
て
し
て
い
る
マ
マ
が
少
し
で
も

楽
し
い
気
持
ち
に
な
っ
て
ほ
し
い
、
笑
顔
に
な
っ
て

ほ
し
い
。
そ
ん
な
思
い
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
の
活
動

を
多
く
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
参
加
い
た
だ
き
、
子
育

て
に
彩
り
を
添
え
て
も
ら
え
た
ら
日
々
の
子
育
て

が
楽
し
く
な
る
と
思
い
ま
す
。
私
も
今
回
、
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
笑
顔
で
子
育

て
す
る
マ
マ
が
一
人
で
も
増
え
る
こ
の
活
動
が
い
つ

ま
で
も
続
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　甲賀町五反田地先の光明寺観音堂には、国指定
重要文化財の木造十一面観世音立像が安置されて
います。
　１月２２日に地域住民と甲南消防署および甲賀市消
防団甲賀方面隊第２分団による文化財火災防御訓練
が行われました。
　文化財に見立てた段ボール箱を使用しての搬出訓
練や放水訓練が本番さながらに展開されました。
　引き継がれてきた地域の宝である文化財を後世に
伝えていくことは私たちの重要な責務です。

　甲南第一自治振興会では、学区民の皆さんに気軽に
健康づくりを楽しんでもらおうと「健康ふれあいウォー
キング・マップ」を作成し、近く配布されます。
　住んでいる自治区周辺を周回するコースや広い学区内
を１周するコースなど、手軽な健康づくりから本格的なス
ポーツウォーキングまで複数の設定コースを楽しめます。
　また、「わがまち再発見事業」としてわがまちのお宝
や文化財などを再発見し、活用するという試みから、各
区から推薦のあった「わがまち自慢」をめぐることもで
きるマップに仕上がっています。

　
伴
谷
地
区
に
あ
る
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
伴
谷
Ｂ
Ａ
Ｎ
Ｂ
Ａ
Ｎ
ク
ラ
ブ
で
は
、

誰
も
が
・
い
つ
ま
で
も
・
健
康
で
・
明
る
く
・
楽
し
く
生
活
す
る
た
め
に
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化

活
動
に
老
若
男
女
問
わ
ず
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
大
人
対
象
の
活
動
に
は
、
健
康
体
操
や
手
芸
、
フ

ラ
ダ
ン
ス
、
ヨ
ガ
、
山
歩
き
会
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

中
で
も
山
歩
き
会
で
は
、
県
内
の
身
近
な
山
に
登
り
、

山
の
楽
し
さ
を
味
わ
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
小
学
生
対
象
の
活
動
に
は
、
陸
上
、
ホ
リ
デ
ー
ス

ク
ー
ル
、よ
さ
こ
い
が
あ
り
ま
す
。特
に
、よ
さ
こ
い
は
、

地
域
や
企
業
の
祭
り
に
呼
ば
れ
て
発
表
さ
れ
る
ほ
ど
、

迫
力
が
あ
り
見
る
と
元
気
を
も
ら
え
ま
す
。
ど
の
活

動
も
活
発
で
、
こ
れ
か
ら
の
活
躍
が
楽
し
み
で
す
。

　
朝
宮
自
治
振
興
会
で
は
、
小
規
模
多
機
能
自

治
組
織
（
小
規
模
な
が
ら
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
機

能
を
も
っ
た
住
民
自
治
の
し
く
み
）
の
構
築
に

む
け
て
、
地
域
課
題
検
討
部
会
を
中
心
に
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
買
い
物
支
援
や
地
域
お
こ
し
、

高
齢
者
等
の
見
守
り
活
動
、
行
政
や
小
学
校
へ

の
地
域
の
関
わ
り
方
な
ど
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ

く
り
に
は
課
題
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

先
日
は
、
先
進
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る

東
近
江
市
政
所
地
域
へ
視
察
訪
問
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
視
察
で
学
ん
だ
こ
と
も
踏
ま
え
、
朝

宮
の
地
域
づ
く
り
計
画
が
見
直
し
さ
れ
る
予

定
で
す
。

ウォーキング・マップで手軽に健康づくりを
� ［甲南第一地域市民センター］

み
ん
な
で
つ
く
る�

み
ん
な
の
た
め
の�

～
伴
谷
Ｂ
Ａ
Ｎ
Ｂ
Ａ
Ｎ
ク
ラ
ブ
～

�
［
伴
谷
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
］

小
規
模
多
機
能
自
治
に
向
け
て

�

［
朝
宮
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
］

文化財を火災から守れ
� ［油日地域市民センター］

▲出来上がった「ウォーキング・マップ」

▲よさこいを披露する伴谷BANBANクラブ

▲東近江市道の駅奥永源寺渓流の里での視察▲段ボール箱を文化財に見立てた搬出訓練

▲�赤ちゃんが
喜ぶベビー
マッサージ ▲�ママと子どもの笑顔を写真撮影

▲おひるねアートの撮影

333m
eets@

gm
ail.com

問
い
合
わ
せ

特派員のページ
こうかまちかど特派員

  ま   ち   か   ど

子
ど
も
の
成
長
を

可
愛
く
残
す

子
育
て
を
も
っ
と
楽
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
「
撮
影
付
き
親
子
の
ふ
れ
あ
い

遊
び
＆
お
ひ
る
ね
ア
ー
ト
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

▲�イベントスタッフ
　いまむらあやこ（左）、木村みな（中）、坂たまき（右）

▲�忍者とタヌキの足形アート

▲�忍者姿できめポーズ

親
子
の
ふ
れ
あ
い
写
真

赤
ち
ゃ
ん
忍
者
登
場

笑
顔
で
子
育
て
し
て
ほ
し
い

木
き

村
む ら

　三
み

奈
な
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時  日時  所  場所  内  内容  定  定員  対  対象  持  持ち物  ￥  料金  講  講師  申  申込先  方  申込方法
受  申込受付日時等   〆  申込締切   問  問い合せ先   他その他情報のまど

information

催　　し
あいこうか歴史塾
時 �３月２５日（土）１３時３０分～１５時
所 �水口図書館２階資料室
講 �米

よね

田
だ

実
みのる

（甲賀市史編さん室長）
内 �甲賀の民俗と歴史―動く由

ゆいしょがき

緒書―
定 �６０人（申し込み不要）　
￥�３００円
問 �申 �歴史文化財課市史編さん室� �
☎８６−８０7５／ ８６−８2１６

東海道伝馬館　春のお話会
～おとなも子どもも寄っといで～
時 �3月30日（木）10時�～12時
所 �東海道伝馬館
内 �朗読ボランティアグループ「つく
しんぼ」による絵本の読み聞か
せ、紙芝居、遊び（缶馬・カルタ）

※参加費無料、申し込み不要
問 �東海道伝馬館（月・火休館）� �
☎・ 66−2770

２０１７年度日本語教室
時 �①土曜教室　４月１日(土)～　　
１９時３０分～２１時３０分　全１５回�
②月曜教室　４月３日（月）～　
１４時～１６時　全１２回

所 �①水口中央公民館　鹿深ホール�
②自主活動センターきずな

￥�①６,０００円　②４,８００円
方 �申し込み希望の方は、３月１２日
（日）１３時３０分～１６時に水口
中央公民館　鹿深ホールにお越
しください。

問 �申 �甲賀市国際交流協会� �
☎６３−８72８／ ６３−８72８

お知らせ
４０歳対象ピロリ菌検査助成は
３月末まで
　胃の疾患予防のための検査で
す。検査費用の一部が助成されま
すので、ぜひ受診してください。
内 �血液検査
対 �市内に住民登録がある４０歳の方

出張消費生活相談
　インターネットの普及等により新
しい詐欺や悪徳商法、多重債務、
架空請求などの消費者問題の相談
に応じます。
時 �３月２１日（火）１３時～１６時
所 �甲南第一地域市民センター
※申し込み不要
他 �対応者／消費生活相談員
問 �生活環境課�消費生活センター� �
☎６５−０６８６／ ６３−４５８2

１日年金相談
　１日年金相談所の平成２９年度上
半期の開設日は次のとおりです。
時 �４月１３日（木）、５月１１日（木）、６月
８日（木）、７月１３日（木）、８月１０日
（木）、９月１４日（木）
所 �水口社会福祉センター　２階　
中会議室

※予約制につき、事前に草津年金
事務所へ申し込みをお願いしま
す。予約後、受付票（ハガキ）が送
付されますので、日時・持ち物等
ご確認ください。

問 �申 �草津年金事務所� �
☎０77−５６7−１３８３（予約専用）� �
０77−５６2−９６３８（予約専用FAX）

問 �保険年金課� �
☎６５−０６８８／ ６３−４６１８

（市役所での予約受付は行っていま
せん）

（昭和５１年４月２日～昭和５２年
４月１日生まれ）

￥�自己負担額／３，０００円� �
実施医療機関等詳細については、
下記までお問い合せください。

問 �健康推進課　健康増進係� �
☎６５−０7３7

募　　集
平成２９年度 
みなくち子どもの森 
｢こいもクラブ｣参加者募集
所 �みなくち子どもの森　体験農場
時 �４～１２月に１０回（４/１６,�５/１４,�
６/４,�７/９,�８/６,�９/３,�９/２４,１０/
１,�１１/１9,�１２/１０�の９～１２時）

内 �米作りと餅つき、さといも等の栽
培と収穫、里山の竹を使った工
作など四季を通じた自然体験

定 �20人(原則として毎回参加の方。
定員超の場合は家族ごとに抽選)

対 �小学生～大人(小学生未満の同
伴はご遠慮ください)

￥�通信費として家族で年820円、
その他に材料費等を必要に応じ
て集金

方 �ハガキに「こいもクラブ参加希
望」と明記し、参加者全員の氏
名、子どもの年齢、住所、電話番
号を記入の上、下記まで

〆 �3月31日(金)必着
問 �申 �みなくち子どもの森自然館� �
〒528−0051� �
甲賀市水口町北内貴10� �
☎63−6712／ 63−0466

相　　談
税理士による税務相談
時 �３月８日（水）１３時３０分～１６時
３０分（受付１６時まで）

所 �水口納税協会　３階　会議室
定 �予約制で先着６人（１人約３０分）
￥�無料　※要申し込み
問 �申 �水口納税協会� �
☎６2−１１５１／ ６３−０１7３

�猫の飼い方
◦屋内で飼いましょう
　屋外は、事故や病気など、猫にとって危険がたくさ
んあります。また、糞尿をするなど、他人に迷惑をか
けることもあります。
◦不妊・去勢手術を
　飼えない子猫を増やさないために、不妊・去勢手
術を受けさせましょう。

�野良猫を増やさないために
　飼う・保護するつもりのない野良猫への無責任な
エサやりはやめましょう。
　その場所から猫を排除さえすればいいと考える人
もいますが、野良猫の増える原因を解決しなければ、
時間とともに同じ問題が起きてしまいます。
　こういった問題の解決は、地域で取り組むための
努力が必要です。地域で野良猫対策をされる場合は、
滋賀県動物保護管理センター（☎０７４８−７５−１９１１）
にご相談ください。

考えましょう猫との暮らしマナー

　近年は野良猫に関する苦情等が多く寄せられてい
ます。かわいいから、かわいそうだからといって安易
にエサを与えていませんか。
　その無責任な行為が野良猫を増やしています。フ
ンや鳴き声の被害が発生したり、これらの猫が産ん
だ子猫が殺処分されたりするという現実もあります。

　猫など動物を飼うには責任が伴います。知らないうちに周りに迷惑をかけているかもしれません。
もう一度、飼い方のマナーを見直してみてください。

生活環境課　環境政策係
☎６５‐０６９１／ ６３‐４５８２

問い合わせ

市民課　☎６２‐４２７２／ ６５‐６３３８
問い合わせ

証明書等交付場所

カードの種類
４月１日導入の
多機能端末機 コンビニ交付 各カードの注意事項

マイナンバーカード

○ ○
　マイナンバーカードの申請については、上記まで問い合わせく
ださい。
（申請から交付まで約１カ月かかります。）

住民基本台帳カード

○ ○
　マイナンバー制度の開始に伴い、住民基本台帳カードの新規
発行はおこなっていません。カードの有効期間内は引き続き利
用可能ですが、交付機等を利用するには暗証番号の登録が必要
です。未登録の方は、３月２４日（金）までに登録ください。

こうか市民カード

× ×
　印鑑登録者を証明するカードです。窓口で印鑑登録に関する申
請、証明書の交付のときにご提示いただきますので、大切に保管
してください。

※○…利用可　　×…利用不可

あなたのカードを
もう一度確認
してください

　平成2９年４月１日から住民票等の自動交付機は機種変更
のため、こうか市民カードでのご利用ができなくなります。
　お持ちのカードを再度確認いただき、【マイナンバー
カード】への変更手続きをしてください。

相続登記は
おすみですか？

滋賀県司法書士会

県下各地で
無料相談会を
開催中！
お問合せは

☎０７７（５２７）５５４５まで
（大津会場、草津会場）
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時  日時  所  場所  内  内容  定  定員  対  対象  持  持ち物  ￥  料金  講  講師  申  申込先  方  申込方法
受  申込受付日時等   〆  申込締切   問  問い合せ先   他その他情報のまど

information

催　　し
第２０回あいの土山斎王群行
　雅やかな斎王による禊ぎや、平安
時代の絵物語を再現する「斎王群
行」。国史跡「垂水斎王頓宮跡」ま
で旧東海道を総勢７０人が雅な平安
衣装を身にまとい厳かに群行します。
時 �３月１９日（日）１１時３０分～１５時
５０分

所 �大野小学校～垂水斎王頓宮跡
内 �日程／� �
11時３０分～　禊ぎ群行� �
１２時～� 禊ぎ式・お発ち式（大野
小学校前庭）� �
１３時～　斎王群行お発ち� �
１３時３０分～　道中舞披露（市場
区民広場）� �
１４時３５分～　道中舞披露（前野
集会所西広場）� �
１５時２０分～　お着き式（垂水斎
王頓宮跡）

※雨天時は大野小学校体育館で全
ての行事を行います。

問 �申 �あいの土山斎王群行実行委
員会事務局　あいの土山文化
ホール（月曜休館）� �
☎６６−１６０2／ ６６−１６０３

あいの甲賀土山　合同企業
説明会（土山JOBフェア）
『うつくしい町
� あいの土山で就職しよう』
　土山町の企業・事業所が合同企
業説明会を開催します。
時 �３月２３日（木）１３時～１６時� �
（受付開始１２時３０分）
所 �ダイヤモンド滋賀

催　　し
まなび・たいけんフェスタ
２０１７ ｉｎ かふか
時 �３月５日（日）１０時～１５時３０分
所 �かふか生涯学習館、甲賀創健館
および周辺

内 �体験コーナー（クラフト、昼間の
天体観望会など）、展示コーナー
（写真、書道、手芸作品など）、ス
テージ発表（ダンス、舞踊、楽器
演奏など）、試食・販売コーナー
など

問 �かふか生涯学習館� �
☎８８−４１００／ ８８−５０５５

夜
よ

空
ぞ ら

旅
た び

人
と

（天体観望会）
「太陽の素顔」
～まなび・たいけんフェスタ２０１７～
時 �３月５日（日）①１１時～１２時②１３
時３０分～１４時３０分

所 �かふか生涯学習館
内 �太陽、水星、金星、一等星などの
観望

方 �事前申し込みは不要。
定 �各回先着２０人
※天候不良の場合は別プログラム
で実施

※十分な防寒対策をお願いします。
「春の星座のおはなし」
時 �３月１１日（土）
所 �かふか生涯学習館
内 �月、水星などの観望
方 �電話にて申込先まで
定 �先着２０人
〆 �３月１０日（金）
※天候不良、申込者少数の場合は
中止します。

※十分な防寒対策をお願いします。
問 �申 �かふか生涯学習館� �
☎８８−４１００／ ８８−５０５５

小学生のための国際理解講座
世界まなびじゅく２０１６
絵本で世界をまなびましょ！
第3回　アメリカ
時 �3月１１日（土）１０時～１２時
所 �自主活動センター　きずな　
対 �小学生　定 �40人
￥�甲賀市国際交流協会会員　300円��
非会員　500円

持 �筆記用具　〆 �3月６日（月）　
問 �申 �甲賀市国際交流協会　� �
☎６３−８72８

国史跡指定記念  
企画展「水口岡山城」
時 �３月11日（土）～５月31日（水）10
時～17時　休館日　木・金曜日

所 �水口歴史民俗資料館�第２展示室
￥�大人１５０円　小中学生８０円
※毎週土曜日は小中学生とその同
伴者は無料

問 �申 �水口歴史民俗資料館� �
☎６2−7１４１／ ６３−４7３7

第９回甲賀市文化協会連合会芸能祭
時 �３月１２日（日）１２時３０分開演� �
（１２時開場）
所 �あいこうか市民ホール　￥�無料
内 �大正琴、民謡、舞踊、民踊、カラオ
ケ、和太鼓などの舞台芸能

問 �甲賀市文化協会連合会事務局（あ
いこうか市民ホール内　月曜休館）��
☎６2−2６2６／ ６2−2６2５

第５７回 信楽中央病院 健康塾
時 �３月１５日（水）１４時～１６時
所 �信楽保健センター　１階
内 �講座「更年期・乳がん」日々忙しいあ
なたこそ、自分の身体を大切に…

定 �約２０人　￥�無料
方 �電話・ＦＡＸ・直接申し込み
〆 �３月８日（水）　講 �病院スタッフ
問 �申 �信楽中央病院� �
☎８2−０2４９／ ８2−３０６０

平成28年度市民協働事業 
～母親サポート事業～ 
TUNAGARU会
第９回　林ともこさんの「いのちの
おはなし会」＆ワークショップ
時 �３月１８日（土）１０時～１３時３０分
所 �甲南情報交流センター（忍の里
プララ）

講 �林ともこさん「あ～ちゃんの虹」著者
対 �小学校児童・保護者　定 �先着３０人
￥�１，５００円（ランチ・ワークショップ
代込み）

問 �申 �こども応援課� �
☎８６−８４2３／ ８６−８０2９

第５５回公立甲賀病院健康講座
時 �３月１８日（土）１４時３０分～１５時３０分
所 �水口社会福祉センター
　（甲賀市水口町水口5609番地）
内 �講演テーマ：放射線治療について
講 �公立甲賀病院� �
放射線治療科部長　邵

しょう

啓
けい

全
ぜん

対 �地域住民の皆さん、医療従事者等
定 �１００人　￥�無料
方 �下記まで電話・ＦＡＸ・直接申し込み
問 �申 �公立甲賀病院　地域医療連携部��
☎６2−０2３４／ ６2−５27３

病院・施設お迎え　もしも・・・の時に
甲賀斎苑ご利用でのご葬儀
　　　　　　　自宅ご葬儀も承ります

かふか（甲南・甲賀）セレモニーホール
（株）水口福祉社 TEL62-3055
本社　甲賀市水口町高塚8-1　FAX 62-3127

問  水口スポーツの森　☎・ 62‐7529

甲賀市民スタジアム　3月　利用予定
日 曜日 利用予定時間 事業・大会名等
26 日 8:30～17:00 第５６回近畿春季軟式野球A級県予選【成人】

多目的グラウンド　3月　利用予定
日 曜日 利用予定時間 事業・大会名等
5 日 8:30～17:00 柏木招待少年サッカー大会【小学生】

11・12 土・日 8:30～17:00 甲賀市長杯少年サッカー大会【小学生】
18・25 土 9:00～17:00 高円宮杯U-18滋賀県リーグ【高校生・サッカー】

年間予約に供しない一般利用者のための確保日（6月分）のお知らせ 6月分利用申し込み締切日
野球場（市民スタジアム） 多目的グラウンド 締切日 3月２８日（火）
6月3日（土）・１８日（日） 6月１８日（日） 抽選日 4月� 2日（日）

水口スポーツの森へ行こう　3月の催し

みなくち子どもの森�催し案内

◦�｢土の中の小さな生き物の観察会｣
　3月5日(日)�10時-12時
◦�｢シイタケのホダ木づくり・菌打ち体験｣
　3月18日(土)�10時-12時
◦�生きものウォッチング｢アカガエルのおたま
じゃくし観察｣
　3月19日(日)�10時-11時
◦�しぜんさんぽ(自然散歩)
　3月26日(日)�14時-15時��

　
　場所／みなくち子どもの森
　対象／｢しぜんさんぽ｣は幼児から大人ま
で。その他は小学1年生以上から大人向け

　参加費／｢しぜんさんぽ｣は無料。その他は
1人50～300円

　申込／｢しぜんさんぽ｣｢生きものウォッチ
ング｣は申込不要。その他は開催日の2日
前の17時までにお申し込みください(定員
あり)

３月のイベント

問  みなくち子どもの森自然館　☎ 63-6712 ／ 63-0466

陸上競技場　3月　利用予定
日 曜日 利用予定時間 事業・大会名等
11 土 8:30～13:00 第３回甲賀市民陸上記録会
12 日 8:30～17:00 甲賀市長杯少年サッカー大会【小学生】

あいこうか薬局

自分らしく 健康長寿

甲賀市水口町松尾830-2　☎0748-65-6636

内 �参加企業・事業所� �
詳細は、ホームページで公開し
ています。� �
http://aino−job.com/

問 �あいの甲賀土山　合同企業説
明会　実行委員会事務局� �
☎６６−１０2０

他 �送迎：貴生川駅～ダイヤモンド滋賀
（専用シャトルバスを運行します）� �
JR貴生川駅（北口）１２時３０分発��
ダイヤモンド滋賀１５時３０分発

対 �平成３０年３月に大学（院）、短期
大学、専門学校等を卒業予定の
学生（卒業後３年以内を含む）ま
た、平成２９年３月卒業見込みの
方や既卒者、一般の方も参加い
ただけます。

方 �予約不要、参加無料、入退場自由

創業35年 まごころこめてお手伝い

滋賀ペット葬儀社
湖南市夏見　心塔

お迎え・火葬・納骨供養 年中無休
日本ペットランド

0120-46-1200

　「水口スポーツの森へ行こう」および
「みなくち子どもの森」の4月の催しは、
3月15日号に掲載します。以降は、15
日号に翌月分の予定を掲載します。
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「広報あいこうか」が
ホームページでもご覧いただけます

甲賀市ホームページ�� http://www.city.koka.lg.jp/
甲賀市facebook�ページ� http://www.facebook.com/city.koka

Facebook市HP

編集・発行 甲賀市役所　〒528-8502�甲賀市水口町水口6053番地　☎0748-65-0650／ 0748-63-4554
業務時間／8時30分〜17時15分（窓口延長日を除く）

甲
賀
消
防
か
ら
の

お
し
ら
せ

火災 救急 救助 その他
甲賀市 0 379 7 19
前年比 ▲6 ＋57 ＋2 ＋1

平成2９年甲賀消防管内における各種災害の発生件数� （1月末現在）

３
月
１
日（
水
）か
ら
７
日（
火
）ま
で

�

平
成
29
年
春
の
火
災
予
防
運
動

住
宅
防
火
対
策
は
で
き
て
い
ま
す
か

　

毎
年
、
住
宅
火
災
で
命
を
落
と
す
方
が

多
く
お
ら
れ
ま
す
。
住
宅
火
災
を
防
ぐ
た

め
に
も
次
の
こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

・�

寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
し
な
い
。

・�

放
火
さ
れ
な
い
よ
う
、
家
の
周
り
に
は
不

用
な
物
を
置
か
な
い
。

・�

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
適
正
な
位
置
（
寝

室
と
寝
室
が
２
階
な
ど
の
場
合
は
そ
の
階

段
）
に
設
置
し
、
定
期
的
に
点
検
を
心
が

け
、
10
年
を
目
安
に
取
り
替
え
る
。　

「
山
火
事
予
防
・
車
両
火
災
予
防
」
運
動

「
山
火
事
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
！
」

・�

た
き
火
等
火
気
の
使
用
中
は
そ
の
場
を
離

れ
ず
使
用
後
は
必
ず
消
火
す
る
。

・�

風
が
強
い
時
や
空
気
が
乾
燥
し
て
い
る
時

は
、
た
き
火
、
火
入
れ
は
し
な
い
。

「
車
両
火
災
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
！
」

・�

車
両
の
内
燃
機
関
、
電
気
系
統
な
ど
は

し
っ
か
り
と
点
検
整
備
を
行
う
。

・�

電
車
等
の
車
両
内
へ
は
危
険
物
品
を
持
ち

込
ま
な
い
。

　
こ
れ
ら
の
運
動
は
、
春
の
火
災
予
防
運
動

と
併
せ
て
実
施
し
ま
す
の
で
、
住
宅
防
火
対

策
を
含
め
て
火
災
が
起
こ
ら
な
い
環
境
を
作

り
ま
し
ょ
う
。

甲
賀
広
域
行
政
組
合
消
防
本
部　
予
防
課

☎
６
３‐７
９
３
２
／

６
３‐７
９
４
０

組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w

w
.koka-koiki.jp

問
い
合
わ
せ

　
昨
年
12
月
『
甲
賀
市
史
』
全
８
巻
が
完

結
し
ま
し
た
。
長
期
に
わ
た
る
編
さ
ん
事

業
に
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
多
大
な
お
力
添

え
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
「
自
治
体
史
」
は
、
一
般

に
国
や
地
域
社
会
の
大
き
な
変
化
に
合
わ
せ

て
編
ま
れ
ま
す
が
、
甲
賀
地
域
で
は
、
大
正

15
年
に
上
下
２
巻
で
刊
行
さ
れ
た
『
甲
賀
郡

志
』
を
は
じ
め
と
し
て
、
戦
後
は
「
昭
和
の

大
合
併
」
を
き
っ
か
け
と
し
て
各
旧
町
で
編

さ
ん
さ
れ
た
「
町
史
」
が
あ
り
、
い
ず
れ
も

名
著
と
し
て
読
み
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　
「
平
成
の
大
合
併
」
で
は
、
滋
賀
県
内

で
も
多
く
の
市
史
・
町
史
が
編
さ
ん
さ
れ
ま

し
た
が
、『
甲
賀
市
史
』
も
、
甲
賀
市
の

発
足
を
契
機
と
し
て
地
域
の
歴
史
文
化
を

掘
り
起
こ
し
、
新
市
の
一
体
感
の
醸
成
や
、

ま
ち
づ
く
り
に
利
用
で
き
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

づ
く
り
を
目
的
に
編
さ
ん
を
行
い
ま
し
た
。

　
12
年
に
わ
た
る
事
業
の
間
に
は
、「
甲
賀

郡
中
惣
遺
跡
群
」
や
「
甲
賀
の
前ま

え

挽び
き

鋸の
こ

関

係
資
料
」
の
国
指
定
。
紫
香
楽
宮
跡
か
ら

の
「
歌
木
簡
」
の
発
見
。
さ
ら
に
は
水
口

岡
山
城
の
発
掘
調
査
な
ど
重
要
な
文
化
財

の
発
見
や
顕
彰
も
進
み
ま
し
た
。

　
ま
た
、
各
区
・
社
寺
・
個
人
で
所
有
さ

『
甲
賀
市
史
』完
結
に
よ
せ
て

れ
て
い
る
古
文
書
や
１
８
０
に
も
の
ぼ
る
城

跡
、
仏
像
や
石
造
文
化
財
な
ど
、
地
道
な

調
査
に
よ
り
新
た
に
発
見
さ
れ
た
史
料
や

文
化
財
も
多
数
に
上
り
ま
し
た
。
私
た
ち

の
身
近
な
場
所
か
ら
見
い
だ
さ
れ
る
こ
う

し
た
遺
産
は
、
甲
賀
の
地
の
重
要
性
や
、

先
人
か
ら
受
け
継
い
だ
文
物
を
大
切
に
す

る
心
豊
か
な
地
域
性
を
示
す
も
の
で
も
あ

り
ま
す
。

　

近
年
、
歴
史
文
化
を
活
か
し
た
ま
ち
づ

く
り
が
各
地
で
注
目
さ
れ
る
な
か
、第
８
巻

「
甲
賀
市
事
典
」
で
は
、「
甲
賀
ら
し
さ
」

の
源
泉
と
な
る
貴
重
な
地
域
遺
産
を
多
数

取
り
上
げ
、
活
用
の
手
引
き
と
な
る
よ
う

工
夫
し
ま
し
た
。
既
刊
分
と
あ
わ
せ
て
利

用
い
た
だ
き
、
新
た
な
甲
賀
の
魅
力
を
発

見
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

※�

市
史
の
予
約
引
換
え
は
、
ご
案
内
の
指
定

場
所
で
お
早
め
に
お
引
換
え
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

歴
史
文
化
財
課　
市
史
編
さ
ん
室

☎
８
６‐８
０
７
５
／

８
６‐８
２
１
６

市

小
径

史
の

　『あいこうかうたプロジェクト』では、「であい・こうか八景」「大
切な人への思い」の二つをテーマに平成 24 年度から５年間で
市内外延べ約９千人の方から１万５千首を越える作品をお寄せ
いただきました。
　このほど、入賞作品１５０首をまとめた歌集を発行しました。
この機会にぜひご覧ください。
�
　　歌集閲覧場所　　市ホームページ、市内各図書館
�

入賞作品をまちづくりにご活用ください
　入賞作品は、市の PR、まちづくりにご利用いただけます。
　利用いただける作品や申し込み方法など詳しくは市ホーム
ページをご覧いただくか、下記までお問い合わせください。

『歌集 あいこうかうたプロジェクト
 2012-2016』を発行

文化スポーツ振興課　文化振興係（あいこうか市民ホール内）（月曜休館）
☎62-2626／ 62-2625　

問い合わせ

最
終
回
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甲賀市の人口の推移

総数 91,678 （−46）人

男 45,534 （−40）人

女 46,144 （−6）人

世帯数 34,572 （−24）世帯

H29.1.31 現在　（ ）内は前月比

３月の延長窓口は
７日、１４日、２１日、２８日です。
　毎週火曜日は市民課および旧支所である土山、甲賀大原、
甲南第一、信楽地域市民センターで、戸籍・住民票・税関
係などの証明書発行等を夜の７時まで延長しています。

※�ただし、延長窓口ではお受けできない業務があります
ので、対応できる内容については下記までお問い合わ
せください。

問い合わせ　市民課　戸籍住民係
   ☎ 65‐0683 65‐6338

自
然
保
護
の
た
め
、
こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
お
よ
び

石
油
系
成
分
の
少
な
い
植
物
油
性
イ
ン
キ
を
使
用

し
て
い
ま
す
。

広
報
�あ
い
こ
う
か

3
月1日

号
�【
N
o.281】�2017.3.1�発

行

問い合わせ　広報課　☎65‐0675／ 63‐4619

こ
う
か
ギ
ャ
ラ
リ
ー

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
市
内
の
保
育
園
・
幼
稚
園
・
小
中
学
校

の
児
童
や
生
徒
が
作
成
し
た
作
品
を
順
次
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

このコーナーでは、
セーフコミュニティに取り組む
市内の団体・企業を紹介していきます。

セーフ
コミュニティこうか

お話の絵より 暗くて長い夜
油日小学校　５年　辻

つ じ

陸
り く

人
と

さん

おおきなかぶ
伴谷幼稚園　ぶどうぐみ  めろんぐみ

オノマトペからのイメージ 切る！！
水口中学校　２年　井

い の う え

上紘
ひ ろ

範
の り

　さん

■�

体
験
す
る
こ
と
で
防
災
意
識
を
向
上

　

今
年
度
は
、
地
震
の
発
生
を
想
定

し
た
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。
各
組

ご
と
に
避
難
看
板
の
設
置
さ
れ
た
所

定
の
場
所
に
集
合
し
、
危
険
箇
所
を

確
認
し
な
が
ら
公
民
館
ま
で
徒
歩
で

移
動
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
体
験
型

の
防
災
訓
練
と
し
て
、①
消
火
栓
の
使

用
方
法
②
消
火
器
の
使
い
方
と
バ
ケ

ツ
リ
レ
ー
③
煙
体
験
④
女
性
消
防
隊

に
よ
る
応
急
手
当
等
防
災
ク
イ
ズ
を

４
班
に
分
け
て
効
率
よ
く
区
民
の
方
に

体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
バ
ケ
ツ

リ
レ
ー
で
は
、
道
路
を
横
断
す
る
場
合

も
考
え
、
向
か
い
合
わ
せ
で
行
う
こ
と

で
相
手
の
後
方
の
安
全
確
認
も
し
、
ス

ピ
ー
ド
よ
り
も
安
全
と
確
実
性
を
一
番

に
実
施
し
ま
し
た
。

　

た
と
え
年
に
一
度
の
訓
練
で
も
参

加
者
が
実
際
に
体
験
す
る
こ
と
で
、

防
災
意
識
の
向
上
に
つ
な
が
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

■�

防
災
訓
練
へ
の
参
加
が�

�

共
助
へ
の
第
一
歩

　
寺
庄
駅
の
周
辺
は
、
新
し
い
住
宅
が

建
ち
、
引
っ
越
し
て
来
ら
れ
る
方
も
た

く
さ
ん
お
ら
れ
ま
す
。
土
地
勘
が
な
い

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
、
避
難
経
路

等
を
確
認
す
る
意
味
で
も
、
転
入
さ
れ

た
住
民
の
方
に
は
防
災
訓
練
に
参
加
し

て
ほ
し
い
で
す
。
参
加
い
た
だ
く
こ
と

で
、
顔
見
知
り
に
も
な
り
、
お
互
い
を

助
け
合
う
気
持
ち
が
生
ま
れ
て
く
る
と

思
い
ま
す
。
今
後
も
自
助
と
共
助
の
気

持
ち
が
芽
生
え
る
よ
う
な
防
災
訓
練

を
継
続
し
て
行
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

　セーフコミュニティの災害対策委員会で
は地域の防災訓練の実施率向上をめざして
います。寺庄区が、地震の発生を想定した
防災訓練を実施しました。

No.18

甲南町寺庄区

お話を伺った森島さん（左）と奥田さん（右）
防災訓練でのバケツリレー


